
平成２５年６月２８日(金)、四国運輸局と香川運輸支局は、津田小学校において「バリアフリー教室・

バスの乗り方教室」を開催しました。

教室には津田小学校５年生５１名が参加。バスの乗り方教室では、大川自動車株式会社の協力を得てノ

ンステップバスと通常バスを校内に持ち込み、整理券の取り方や料金表の見方など基本的なバスの乗り方

などを学習しました。

また、通常バスとノンステップバスの構造の違いを学習したり、ノンステップバスに乗降する車いす利

用者の介助や車いすの固定方法を見学しました。

バリアフリー教室では、車いす講師、視覚障害者講師の指導のもと、車いす利用者疑似・介助体験と視

覚障害者疑似・介助体験を行いました。

車いす体験・視覚障害者疑似体験では、足や目の不自由な方と介助する方の両方を体験し、それぞれの

大変さや怖さについて身をもって知ることができました。

参加者は、講師の話を聞いたり、実際に疑似・介助体験をすることによって相手の立場にたって行動す

ることの大切さを学びました。

交通バリアフリーニュース
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バリアフリー教室・バスの乗り方教室を開催

～香川県さぬき市～

車いすによるバスの乗降体験
車いす利用者疑似・介助体験

さぬき市立津田小学校

視覚障害者の疑似・介助体験 教室修了書授与



四国運輸局交通環境部消費者行政課 第 33 号（平成 25 年 7 月 29 日発行） Page 2



四国運輸局交通環境部消費者行政課 第 33 号（平成 25 年 7 月 29 日発行） Page 3



平成 2４年度の交通消費者行政をとりまとめた「交通消費者行政レポート」を５月に発行しました。

レポートは、行政相談、バリアフリーへの貢献による四国運輸局長表彰、

消費者行政インタビューの各概要と、交通バリアフリーの推進として、四国

における交通バリアフリー推進基本方針の概要、四国における交通バリアフ

リーの現状、平成 2４年度における交通バリアフリー推進の取り組みを紹介

する内容となっています。

なお、本レポートは四国運輸局ホームページに掲載しています。

URL : http://wwwtb.mlit.go.jp/shikoku/soshiki/koutsuu/report.html

◇タクシーに関する相談例

◇トラックに関する相談例
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交通消費者行政レポート(平成 2４年度報告)を発行

行 政 相 談

四国運輸局では、交通に関する意見

要望、問い合わせ、苦情等の行政相談

に対応するため、運輸局及び運輸支局

等に行政相談窓口を設置し、国民利益

の保護と行政運営の改善を図っていま

す。

≪行政相談の傾向≫

モード別の行政相談件数割合は、右

図のとおりであり、相談内容は、意見・

要望が 8４％を占めています。

平成 2４年度モード別割合（意見・要望、問い合わせ）
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＜問い合わせの内容＞ 障害者割引を受けるため手帳を提示したところ、運転手に手帳番号を記録さ

れた。個人情報に関わる問題であり、おかしいとの申し出を受けた。

＜措置＞ 個人情報の適正な取扱い確保のため、障害者手帳の手帳番号等を記録しないように、各タ

クシー会社に文書にて通知を行いました。

＜問い合わせの内容＞ トラックドライバーの乱暴運転に対する苦情が寄せられた。

＜措置＞ 事実確認後に、事業者に対して運転者のマナー向上等について、適切に運転者を指導・監

督し、常に輸送の安全の向上及び事故防止の徹底につとめるように指導を実施しました。



四国における旅客施設については、平成２３年３月に改正された基本方針により、平成３２年度ま

でにバリアフリー化の実施を目標とされた、1 日当たりの平均的な利用者数が 3,000 人以上の旅客

施設を含め、事業者、国及び地方自治体との連携等によりバリアフリー化が進んでいます。

また、車両等についても、乗合バス車両や旅客船を中心にバリアフリー化が進んでいます。

総車両数 区分 基準適合両数 基準適合率

低床バス※ 409 27.1%

ノンステップバス 308 20.4%
1,508

※ノンステップバスを含む。

※平成２４年度中にバリアフリー化が進んだ主な駅、停留場(新設を含む)

四国旅客鉄道(株)・・・・・ 昭和町駅（ブロック）

高松琴平電気鉄道(株)・・・ 今橋駅（スロープ）

伊予鉄道(株)・・・・・・・ 石手川公園駅（スロープ）

土佐電気鉄道(株) ・・・・ 後免中町電停（スロープ、ブロック、転落防止設備）

☆鉄軌道車両のバリアフリー化状況 ☆乗合バスのバリアフリー化状況

☆旅客船のバリアフリー化状況 ☆福祉タクシーの導入状況

※バリアフリー新法の施行に

より、平成 19 年度から導入

された基準適合車両数のみの

集計である。

☆バスターミナルのバリアフリー化状況 ☆旅客船ターミナルのバリアフリー化状況

車 両 等 （平成 2４年３月３１日現在）

☆鉄軌道駅のバリアフリー化状況

旅客施設の状況 （平成２４年３月３１日現在）

122 199 25 230

※ 利用者数が３，０００人以上の２３駅を含む。
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※ 四国のバスターミナルは、１日当たりの平均的な利用者数が1,000人未満の小規模な
施設のみ。
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※ １日当たりの平均的な利用者数が３，０００人以上の１ターミナルを含む。
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伊予鉄道(株)石手川公園駅スロープ

区分 総車両数 基準適合両数 基準適合率

鉄道車両 587 93 15.8%

軌道車両 109 10 9.2%

合計 696 103 14.8%

総隻数 基準適合隻数 基準適合率

108 27 25.0%

基準適合両数

７００

四国における交通バリアフリーの現状
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四国運輸局が開催していますバリアフリー教室・バスの乗り方教室は、自治体、社会福祉

協議会、障害者の方、公共交通事業者等から、後援・協力をいただき開催しております。

４～６月に開催した教室は次のとおりです。

バリアフリー教室・バスの乗り方教室

（平成 2５年 6 月 28 日開催・さぬき市立津田小学校）

後 援：香川県、さぬき市、さぬき市教育委員会

協 力：障害者生活支援センターましみず、老人保健施設さわやか荘

大川自動車株式会社

ご協力ありがとうございました。心より御礼申し上げます。

四国運輸局ホームページもご覧ください

〒７６０－００６４ 香川県高松市朝日新町１－３０

電話 ０８７（８２５）１１７４

FAX ０８７（８２２）３４１２

Email: Shikoku-shohisha@skt.mlit.go.jp

みなさんからのご意見・ご投稿をお待ちしています。バリアフ

リーに関するものならなんでも結構です。四国運輸局消費者

行政課まで、ＦＡＸまたはメールでお寄せください。

このニュースは交通バリアフリー関係の話題を中心にして、４県自治体のバリアフリー関係担当

部署、交通事業者及び地域のＮＰＯの方にお送りしています。このニュースの配信につきまして、

配信先の追加、変更や停止をご希望される方は、お手数ですが本メールの返信機能でご連絡くださ

い。よろしくお願い申し上げます。

http://wwwtb.skt.mlit.go.jp/shikoku/


